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①
発
停
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

見
直
し

　

関
西
電
力
羽
曳
野
営
業
所
は
、
延
床
面

積
4
3
3
1
㎡
の
中
小
規
模
事
務
所
建
物

で
す
。
昭
和
43
年
の
竣
工
当
初
よ
り
、
地

下
ピ
ッ
ト
を
活
用
し
た
連
結
混
合
型
水
蓄

熱
槽（
１
５
０
㎥
）に
よ
る
、
蓄
熱
式
空
調

シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
、

改
修
を
重
ね
、
現
在
で
は
空
気
熱
源
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー（
Ｒ

-

１
、
Ｒ

-

２
）に

よ
り
冷
暖
房
期
間
と
も
に
夜
間
蓄
熱
を
行

う
空
調
シ
ス
テ
ム（
図
１
）と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
、
運
転
管
理
員
が
駐
在
し
て
い

な
い
中
小
規
模
建
物
に
お
け
る
蓄
熱
運
転

の「
見
え
る
化
」を
目
的
に
、
遠
隔
監
視
・
遠

隔
操
作
機
能
を
有
す
る
汎
用
蓄
熱
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
を
開
発
し
、
平
成
22
年
夏
期
に

導
入
す
る
こ
と
で
、
蓄
熱
運
転
の
改
善
を

行
い
ま
し
た
。
以
下
に
、
そ
の
改
善
内
容

を
示
し
ま
す
。

　

改
善
前
は
、
冷
暖
房
期
間
と
も
に
22
時

か
ら
の
蓄
熱
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
お

り
、
満
蓄
後
か
ら
空
調
開
始
ま
で
の
時
間

に
蓄
熱
槽
か
ら
自
然
放
熱
さ
れ
る
熱
ロ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
夜
間
蓄
熱
運

転
の
必
要
時
間
を
計
測
デ
ー
タ
よ
り
確
認

し
、
空
調
開
始
直
前
に
満
蓄
と
な
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
す
る
こ
と
で
熱
ロ
ス
の

最
小
化
を
図
り
ま
し
た（
図
２
）。
ま
た
、

電
力
負
荷
平
準
化
を
目
的
に
、
冷
房
時
に

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
時
間
を
設
定
し
、
熱
源
停

止
に
よ
る
約
１
１
０
kW
の
確
実
な
電
力
削

減
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
更
新
に
よ
り
、
蓄

熱
槽
内
の
温
度
分
布
や
残
蓄
熱
量
の
経
時

変
化
が
計
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
空
調
終
了
時
に
残
蓄
熱
量
が
最
小

と
な
る
よ
う
、
各
時
刻
の
目
標
残
蓄
熱
量

他
を
調
整
。
そ
の
結
果
、
冷
房
時
の
夜
間
移

行
率
を
約
５
％
拡
大
、
平
日
の
熱
源
シ
ス

テ
ム
電
力
消
費
量
を
約
13
％
低
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た（
い
ず
れ
も
、
同
等
の
日

平
均
外
気
温
ベ
ー
ス
で
の
比
較
）。

　

ま
た
、
暖
房
時
は
空
調
負
荷
が
小
さ
く
、

夜
間
蓄
熱
の
み
で
昼
間
を
ま
か
な
え
る
こ

と
が
判
明
し
た
た
め
、
①
の
対
策
に
て
昼

間
の
追
従
運
転
を
中
止
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
改
善
前
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
昼

間
の
追
従
運
転
が
な
く
な
り
、
夜
間
移
行

率
は
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
述
の
通
り
、
暖
房
時
の
空
調
負
荷
は

き
わ
め
て
小
さ
く
、
外
気
処
理
程
度
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
改
善
前
の
蓄
熱
制
御
で
は
、
空

調
終
了
時
の
残
蓄
熱
量
が
大
き
く
、
蓄
熱

容
量
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
対
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
熱
源
機
の
温
水
出
口
温
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
で
、
熱
源
機
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
向
上
を
図
っ
た
の
で
す
。
改
善
前
は
、

45
℃
で
あ
っ
た
温
水
出
口
温
度
を
、
二
次

側
負
荷
と
槽
内
温
度
分
布
を
確
認
し
な
が

ら
段
階
的
に
引
き
下
げ
、
38
℃
ま
で
低
減
。

結
果
と
し
て
、
熱
源
機（
Ｒ

-

１
）の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
を
約
10
％
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た（
低
外
気
温
時
で
の
比
較
）。

　

こ
こ
で
、
空
調
終
了
時
の
蓄
熱
槽
平
均

温
度
が
依
然
と
し
て
高
く
、
さ
ら
に
低
い

温
水
温
度
で
の
暖
房
も
可
能
と
考
え
、
１

日
お
き
に
夜
間
蓄
熱
運
転
を
行
う
隔
日
蓄

熱
運
転
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
１
回
の

蓄
熱
時
間
は
増
え
た
も
の
の
、
蓄
熱
槽
利

用
温
度
差
が
５
℃
→
８
℃
に
拡
大
し
、
放

熱
時
の
槽
平
均
温
度
も
さ
ら
に
低
減
す
る

こ
と
が
で
き
た
た
め
、
さ
ら
な
る
熱
ロ
ス

低
減
と
熱
源
機
Ｃ
Ｏ
Ｐ
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

前
述
し
た
改
善
策
は
、
最
小
限
の
現
場

対
応
を
除
い
て
、
遠
隔
地
か
ら
の
監
視
・
操

作
に
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
更

新
し
た
機
器
は
開
発
し
た
汎
用
蓄
熱
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
の
み
で
、
計
装
機
器
な
ど
は

既
存
流
用
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
小
規
模
か
つ
運
転
管

理
者
不
在
の
建
物
で
あ
っ
て
も
、
ミ
ニ
マ

ム
な
投
資
に
よ
る
蓄
熱
の「
見
え
る
化
」を

行
う
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
つ
適
正

な
蓄
熱
運
転
制
御
が
行
え
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
合
理
的
か
つ
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
蓄
熱
空
調
運
転
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

②
昼
間
追
従
制
御
の

適
正
化
（
図
3
）

③
暖
房
時
の

蓄
熱
温
度
の
緩
和
（
図
4
）

中小規模建物における水蓄熱システムの
「見える化」による運転の合理化
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図２ 発停スケジュール見直し前後比較
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